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県労福協 第2回幹事会開催される

静岡求職者総合支援センター開設

よりよいサービスを目指して
勤労者共済会・SCの方向性検討研究会を設置

年金セミナーはじまる

地区労福協新会長の紹介

災害ボランティアコーディネーター養成講座に参加して

ライフサポーターしずおかの活動報告

フードバンクってなーに？

第5回川柳募集

平成21年度 対県要請

川勝県知事に要請書を提出
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よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て

勤
労
者
共
済
会
・
Ｓ
Ｃ
の
方
向
性
検
討
研
究
会
を
設
置

　

8
月
26
日
、
県
労
福
協
の
平
成
21
年

度
対
県
要
請
が
県
庁
別
館
21
階
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
連
合
静
岡
の
対
県
要
請
と
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
、
県
労
福
協
か
ら
は

平
野
会
長
と
加
藤
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
静
岡
と

県
労
福
協
の
両
会
長
か

ら
主
旨
説
明
を
含
め
た

挨
拶
を
し
た
後
、
川
勝

知
事
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
書
を
手
渡
し
、
加
藤

事
務
局
長
か
ら
労
福
協

要
望
の
7
項
目
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
は
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た

が
、
川
勝
知
事
か
ら
は
個
々
の
要
請
項

目
に
対
す
る
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の

質
問
も
あ
り
、
充
実
し
た
要
請
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

川
勝
平
太
知
事
に

県
労
福
協
の
要
請
書
を
提
出

育児支援ローンの広報活動支援と同ローンに対する利子補給制度の創設を要請
いたします。

就職安定資金融資制度等の利用者に対する経済的支援を要請いたします。

「ライフサポートセンターしずおか」に対する積極的行政支援を要請いたします。

県が実施しております「ライフプランセミナー事業」を、引き続き財団法人静岡県
労働者福祉基金協会へ事業委託を要請いたします。

静岡県ボランティア協会が開催する「災害ボランティアコーディネーター養成講座」
「静岡県内外の災害ボランティアによる救援活動のための図上訓練」および、関
係者の協力により設置した「東海地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委
員会」に対して、引き続きの積極的な行政支援を要請いたします。また、継続的
な事業開催に向け、静岡県として財政的な措置の検討を要請いたします。

静岡県「食の安全基本条例」の制定を求めます。

消費者行政活性化に向け、消費者団体への援助・育成の抜本的強化を求めます。

要請 1

要請 2

要請 3

要請 4

要請 5

要請 6

要請 7

平成 21 年度　対県要請

　

8
月
25
日
午
後
1
時
か
ら
静
岡
県

勤
労
者
総
合
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
事
項
は
、
以
下
の
5
点
に
つ

い
て
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
1
）
幹
事
の
補
充
に
つ
い
て

（
2
）
第
60
回
勤
労
者
総
合
美
術
展
の 

　
　
　
取
組
み
に
つ
い
て

（
3
）
地
域
・
地
区
役
員
と
の
意
見
交

　
　
　
換
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
4
）
勤
労
者
共
済
会
の
方
向
性
検
討

　
　

研
究
会
の
設
置
に
つ
い
て

（
5
）「（
仮
）フ
ー
ド
バ
ン
ク
静
岡
」
設

　
　
　
立
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

特
に
、「
勤
労
者
共
済
会
の
研
究
会
」

に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
共
済
会（
中
小

企
業
勤
労
者
の
福
利
厚
生
事
業
で
県
下

17
団
体
、
約
7
万
人
加
入
）
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
県
・
共
済
会
・
自

治
体
で
構
成
す
る
県
連
絡
会
議
の
研
究

会
に
、
県
・
地
区
労
福
協
も
参
画
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
設
立
検
討
委
員
会
」は
、連
合
・

　

中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
共
済
会
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
勤
労
者
共
済

会・Ｓ
Ｃ
）は
静
岡
県
内
に
１７
ヶ
所
設
立

が
さ
れ
７
万
人
弱
の
勤
労
者
が
会
員
と

し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。設
立
は
富
士

市
の
昭
和
５９
年
は
別
格
と
し
て
、概
ね

平
成
初
期
か
ら
１０
年
頃
に
か
け
て
県
下

各
地
で
設
立
、事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
小
零
細
の
事
業
所
に
働
く
「
勤
労

者
」の
福
祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

中
小
零
細
企
業
の
振
興
、地
域
社
会
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
が
、時
代
の
変
化
に
伴
い

｢

共
済
会
・Ｓ
Ｃ
」を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

① 

景
気
悪
化
に
よ
る
会
員
の
減
少 

② 

行
財
政
改
革
に
伴
う
市
町
補
助
金

　
　
の
削
減 

③ 

法
人
団
体
で
は
国
庫
補
助
の
打
ち
切

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、

就
業
支
援
と
生
活
支
援
を
総
合
的
に

1
ヶ
所
で
行
う
拠
点
が
全
国
に
設
置
さ

れ
つつ
あ
り
、
静
岡
県
内
で
は
沼
津
市
・

静
岡
市
・
浜
松
市
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
の
静
岡
市
が
設
置
し
た『
静

岡
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
』の
運
営

業
務
を　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し

ず
お
か
が
受
託
し
6
月
30
日
よ
り
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
を
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
就
業
支
援
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、Ｊ
Ｒ
清
水
駅
近
く
の

清
水
テ
ル
サ
2
階
に
あ
り
、
職
員
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
3
名
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
名
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通

訳
者
1
名
（
週
1
回
）

計
7
名
で
す
。

　

相
談
は
1
日
平
均
20

〜
30
件
、
中
高
年
男
性

か
ら
の
相
談
が
多
く
、

「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

生
活
費
が
底
を
つ
い
た
」

等
、
相
談
者
は
、「
セ
ン

タ
ー
に
来
れ
ば
何
と
か
な

る
」
と
い
う
必
死
の
思
い

で
来
所
さ
れ
ま
す
。
相

談
員
は
、
困
っ
て
い
る
方

を
何
と
か
救
え
る
よ
う

様
々
な
情
報
や
制
度
を
調
べ
提
供
し
て

い
ま
す
。（
Ｍ
）

【新幹事】全労済県本部　安久津正幸　氏 【新幹事】県勤協連　福井　豊　氏

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

等
7
団
体
で
調
査
研
究
検
討
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

事務所の様子

相談時間：平日9：00～17：00
休 館 日：土・日・祝日・年末年始・
　　　　　毎月第２・4月曜日（祝日の場合は翌日）
＊ポルトガル語通訳は、毎週水曜日在席
電話相談：フリーダイヤル0120‒150‒368

東部求職者総合支援センター：0120‒939‒549
西部求職者総合支援センター：0120‒930‒946

“ ”

（参考）

就業支援と生活支援
静岡求職者総合支援センターが開設される

県
労
福
協　

     
幹
事
会
開
催
さ
れ
る

第
2
回

〈平成21年度 要請項目〉

り
や
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
等
々

が
こ
れ
か
ら
手
立
て
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
で
す
。

「
労
福
協
」も
設
立
に
深
く
関
わ
り
、設

立
後
の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
き
た
経
緯

を
考
え
れ
ば
こ
れ
ら
問
題
の
当
事
者
の一

人
と
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
提
案
の
中
で
設
置
さ
れ
た

「
研
究
会
」「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

に
「
労
福
協
」と
し
て
も
メ
ン
バ
ー
を
派

遣
し
て
い
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
具
体
的
な
議
論
が
展
開
さ

れ
て
方
向
性
が
定
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
そ
の
過
程
の「
議
論
」が
と
て
も
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る

皆
さ
ん
や
中
央
労
福
協
等
の
上
部
団
体

と
も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
よ
り
良
い

方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。（
Ｋ
）



地区労福協新会長の〈横顔〉地区労福協新会長の

① 相馬 克光
② ４６歳
③ 伊豆急行労働組合 
 　執行委員長
④ 夷険一節（いけんいっせつ）
⑤ カッちゃん
⑥
Q1.伊豆地域における特性に対応し、地域に根付いた福祉活
動をつうじ、なかまのくらしの向上をめざす。

Q2. ボランティア団体「遊ＶＩＶＡ！」に対し、文具等の支援
をしたところ、思わぬ感謝の意が帰ってきたこと。

Q3. 厳しい今時代だからこそ、地域のなかまが「共助の心」
を持った労福協運動を細かく広めていくこと。

Q4. ホテル伊豆急が、露天風呂・内風呂のリニューアルをし
ました。改めまして伊豆の白浜でお待ちしております。

ソウマ  カツミツ

① 山下　聡
② 39歳
③ ヤマハモーターパワープロダクツ労働組合
    中央執行委員長
④ 何事も前向きに考える
⑤ やまちゃん

⑥
Q1. 安心できる福祉社会の実現を目指し、地域と連帯を深め
勤労者の生活向上に取り組んでいきたいと思います。

Q2.家族旅行で錦帯橋を渡ったこと
Q3.人と人との信頼関係、やさしさ、いたわり
Q4.お茶

　ヤマシタ サトシ

① 河邊 洋充
② 47歳
③ スズキ労働組合 湖西支部
 　支部長
④ 継続は力なり
⑤ べーちゃん
⑥
Q1. 勤労者の暮らしに役立つ福祉活動やボランティア活動を
行い、健康で日々安定した生活を送るための支援を行う。

Q2.バイクが好きで、8月連休には東北～群馬をツーリングし
て来ました。各景観地には、感動しっぱなしです。

Q3.「年末助け合い運動」
Q4.・生産量日本一 コデマリ(バラ科）
 ・県指定天然記念物 トキワマンサク群生地（日本で確認
されている３箇所の内１箇所）

カワベ  ヨシミツ

① 土屋 成人
② ４２歳
③ 東海自動車労働組合
    執行委員長
④ 組合組織の 強化・充実
⑤ 特になし
    県私鉄の会議ではツッチ－と呼
　 ばれたりします。
⑥
Q1. 初心者ですが諸先輩方が築いてこられた労福協運動を継

承し、伊東熱海地区労福協の発展のためがんばります。
Q2. 産別の大会で九州の阿蘇に立ち寄った際、その火口湖を

見て自然の美しさに勝るものはないなぁと感じました。
Q3. 以前研修を受けた「ひとりは万人のために、万人はひと
りのために」という協同組合の精神を連想しました。

Q4. 組合事務所のある伊東や伊豆東海岸の珍味「めぼう」で
す。イカの口を職人さんが一づつとって干したものです。

ツチヤ  シゲト

① 高橋 謙二郎
② ４2歳
③ パナソニック ホームアプライアンス
    労働組合 ランドリー支部静岡分会
    分会長 兼 副支部執行委員長
④ 日 ・々是・心がけ
⑤ けんじろう
　（現在も職場では名前で呼ばれることが多い。）
⑥
Q1. 「結果＝考え方×熱意×能力」に基づき、燃えたぎる熱
意と突拍子もない考え方で楽しく引っ張って行きたい。

Q2. 今年５月に「海から多摩川あわせて 100ｋｍマラソン」
に往路・復路共に制覇して完全優勝したこと。

Q3. 心遣いや気配りに本物も偽物もないはずで、突き詰めれ
ば「他人への思いやり」というものにぶつかる。

Q4. 袋井クラウンメロンマラソンはエコパスタジアムとメロ
ン、森町ロードレースはお茶と治郎柿ワインを満喫。

タカハシ ケンジロウ

賀茂地区労福協

掛川地区労福協

浜名地区労福協

伊東・熱海地区労福協

袋井地区労福協

①氏　名　②年　
齢（2009年10月1

日現在）

③出身組織名
　役　職
④モットー
⑤愛称・ニックネー

ム等

⑥質問1 新会長の抱
負に付いてお聞かせ

ください。

　質問2最近、感動
したこと・嬉しく思

ったことに

            ついてお聞
かせください。

　質問3「助け合い
」から連想することは

何でしょうか？

　質問4ご当地イチ
オシの○○を教えて

ください。

６～7月に県内24地区
労福協の定期総会で

5地区の新会長が誕
生しました。

新会長には、抱負や
感動した事などをお伺

い

しました。

〈横顔〉
６～7月に県
5地区の新
会長に

総会で

4 3

災害ボランティア
コーディネーター
養成講座に参加して

災害ボランティア
コーディネーター
養成講座に参加して

災害ボランティア
コーディネーター
養成講座に参加して

　

県
福
祉
基
金
協
会
等
の
主
催
に
よ
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
あ
り
、
私
は
、
8
月
8・22
・
23
日
の
3
日
間
、

菊
川
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。
8
月
11
日
に
は

駿
河
湾
地
震
が
あ
り
当
地
・
菊
川
市
内
で
も
被

害
が
多
発
し
た
こ
と
も
あ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、①
東
海
地
震
を
想
定
し

た
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
、②
必
要
な
人
に
必
要

な
支
援
が
届
く
た
め
に
、③
被
災
者
中
心
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本

部
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
な
ど
、
盛
り
沢
山
で
し
た
。

　

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
等
の
各
講
師
の
経
験

に
基
づ
く
話
も
説
得
力
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
毎
回
メ
ン
バ
ー
の
組
み
換
え
で
右

往
左
往
し
な
が
ら
の
研
修
と
な
り
、
時
間
を
感

　

募
集
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
２
０
０
９
年
11
月
１
日
〜
11
月
30
日

応
募
規
定

　

・
一
人
一
首
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

左
記
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
応
募
箱
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い

　

・
静
岡
県
労
働
金
庫
本
支
店

　

・
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
・
連
合
静
岡

　

・
全
労
済
静
岡
県
本
部　
　
　

　

・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
各
事
務
所

賞
と
賞
品

　

最
優
秀
賞
：
１
点
、
優 

秀 

賞
：
５
点
、

　

佳
作
：
数
点
、
入 

選
：
数
点　

　

・
応
募
作
品
は
、
外
部
の
有
識
者
を
含
む
審
査
会
に
て
、
厳

正
に
審
査
い
た
し
ま
す
。

　

・
入
賞
者
に
は
豪
華
？
賞
品
が
あ
り
ま
す
。（
最
優
秀
賞
に

は
１
万
円
相
当
の
商
品
券
な
ど
）

　

・
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、『
ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会

県
連
絡
会
』『
静
岡
県
退
職
者
福
祉
協
議
会
』
に
帰
属
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　

ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会
県
連
絡
会
事
務
局

　

静
岡
県
退
職
者
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
担
当　

野
村
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
５
４
（
２
７
５
）
１
３
８
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
４
（
２
７
５
）
１
３
７
７　

第５回川柳募集はじまる!　
退福協／ろうきんグリーン友の会

属
し
ま

）

お
題
の
「
包
む
」
か
ら
連
想
し
、
５･

７
・
５
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
真
ん
中
の
七
文
字
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

じ
さ
せ
な
い
研
修
で
し
た
。

　

言
わ
れ
て
久
し
い
の
で
す
が
、
家
の
耐
震
化

と
家
具
の
固
定
、
家
族
の
安
全
と
安
否
の
確
認

方
法
、
近
隣
の
助
け
合
い
と
弱
者
へ
の
配
慮
、

被
災
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
誰
か
の

為
に
役
立
ち
た
い
気
持
の
大
切
さ
、
求
め
て
い

る
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
な

ど
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
余

り
経
験
の
無
い
私
で
す
が
、
こ
こ
で
も「
助
け

合
い
」
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

最
後
に
、
困
る
モ
ノ
と
し
て「
お
金
」の
話

が
で
ま
し
た
。
災
害
時
に
通
帳
等
を
無
く
し
た

と
き
は
ど
う
す
る
の
か
、
住
宅
再
建
の
支
援
は

有
る
の
か
な
ど
、労
金
（
き
ず
な
）・全
労
済
（
自

然
災
害
共
済
）等
の
活
動
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

（
K
・
T
）




